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定
年
退
職

定
年
退
職

【
経
済
学
部
】

矢
吹 

芳
洋 

教
授

「
社
会
科
・
公
民
科
研
究
法
」

33
年

【
法
学
部
】

小
島 

晴
洋 

教
授

「
社
会
保
障
法
」
21
年

【
経
営
学
部
】

増
子 

惠
一 

教
授

「
科
学
論
・
科
学
史
」
体
育

部
長
、
33
年

渡
辺 

展
男 

教
授

「
情
報
管
理
概
論
」
23
年

【
商
学
部
】

伊
藤 

和
憲 

教
授

「
管
理
会
計
論
」
会
計
学
研

究
所
長
、
19
年

内
野 

明 

教
授

「
経
営
情
報
シ
ス
テ
ム
・
シ

ス
テ
ム
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
」

商
学
部
長
、
35
年

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
】

石
鎚 

英
也 

教
授

「
情
報
分
析
基
礎
・
戦
略
の

デ
ザ
イ
ン
」
32
年

【
人
間
科
学
部
】

馬
場 

純
子 

教
授

「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
人

間
科
学
部
社
会
学
科
長
、
障

害
学
生
支
援
推
進
委
員
会
委

員
長
、学
生
相
談
室
長
、19
年

【
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
】

松
原 

朗 

教
授

「
中
国
古
典
文
学
」
文
学
部

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
長
、
38
年

【
法
科
大
学
院
】

椙
村 

寛
道 

教
授

「
民
事
実
務
」
21
年
　

早
川 

眞
一
郎 

教
授

「
国
際
民
事
法
」
６
年

11人が教壇に別れ11人が教壇に別れ

依
願
退
職
・
任
期
満
了

【
経
済
学
部
】

山
縣 

宏
寿 

准
教
授

【
法
学
部
】

髙
橋 

脩
一 

准
教
授

【
商
学
部
】

斎
藤 

大
河 

准
教
授

【
文
学
部
】

高
橋 

和
雅 

助
教

【
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
情
報
学
部
】

上
平 

崇
仁 

教
授

【
人
間
科
学
部
】

高
澤 

知
子 

特
任
教
授

【
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
学
部
】

網
野 

房
子 

准
教
授

楊 

凱
栄 

特
任
教
授

　学生の指導に尽力し、研究に情熱を注いでこら

れた教員11人が本年度末で定年退職を迎える。

 ※氏名、主な担当・専門、主な役職、勤続年数

伊藤教授＝１月25日 松原教授＝２月６日

最 終 講 義

　本学では、キャンパス・

ハラスメントを防止するた

めに、相談窓口での相談対応のみならず、さまざま

な取り組みを行っています。例えば、入門ゼミナー

ルでの防止啓発教育、ニュース専修や学内ポータル

サイトでの啓発コラムの発信、学生や教職員向けの

講習や研修の実施などです。これらの活動はハラス

メント防止において重要ですが、十分ではありませ

ん。大切なのは、教職員や学生一人一人の意識と行

動です。

　各自がハラスメントの定義や事例を理解し、ハラ

スメントをしないように意識することが大切です。

ぜひ、本学ホームページに掲載されている「キャン

パス・ハラスメントの防止等に関するガイドライ

ン」や「楽しいキャンパスライフのために（動画）」

を確認してください。自分の言動が相手にどう受け

止められるかを考え、不快感や不安感を与えないよ

うにしましょう。

　自分がハラスメントを受けたり、目撃したりした

場合は、黙って見過ごさずに、適切な対処をしまし

ょう。具体的には、相手に直接伝える、信頼できる

人に相談する、相談室に連絡するなどの方法があり

ます。自分一人で抱え込まず、早期の解決を図りま

しょう。軽微な状態であれば、相談室で対処方法の

アドバイスを受けたり、通知制度を利用して匿名で

相手に自分の気持ちを伝えることも有効です。

　本学は、ハラスメントのない快適で安全な教育・

研究環境を目指しています。そのためには、皆さん

の協力が欠かせません。ハラスメントに関する知識

や意識を高め、健全な学びの場を共に築きましょう。

　（キャンパス・ハラスメント対策室員

 池田宏史）　

キャンパス・ハラスメント対策室 TEL：044-900-7858
E-mail：camhara@acc.senshu-u.ac.jp

キャンパス・ハラスメントの防止と
早急な解決に向けて

訃　
　

報

広
瀬
崇
子
氏
（
ひ
ろ
せ
・
た
か

こ
）
元
法
学
部
教
授

　
２
月
24
日
、
76
歳
で
死
去
。
２

０
０
３
年
か
ら
２
０
１
９
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
国
際
政
治
学
。

就
職
だ
よ
り

　〈
全
年
次
生
へ
〉
た
っ
た

１
日
で
〝
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
〞
の
全
て
が
分
か
る
「
専

修
キ
ャ
リ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
フ
ェ
ア
」
を
５
月
17

日
（
土
）
10
〜
16
時
に
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
初
開
催
し
ま

す
！

　
当
日
は
多
く
の
企
業
担
当

者
よ
り
仕
事
体
験
内
容
を
ご

公
認
会
計
士
試
験

合
格
12
人
に

　
２
０
２
４
年
度
公
認
会
計

士
試
験
で
、
新
た
に
卒
業
生

２
人
の
合
格
が
判
明
し
た
。

２
月
５
日
現
在
、
卒
業
生
の

合
格
者
は
７
人
。
在
学
生
と

合
わ
せ
て
本
年
度
の
合
格
者

は
12
人
に
な
っ
た
。

　
合
格
者
は
次
の
方
々
（
カ

ッ
コ
内
は
卒
業
年
、
学
部
、

出
身
高
校
）。

勝
又
大
夢
さ
ん
（
令
４
ネ
ッ

ト
情
報
、
宮
城
県
石
巻
商
業

高
）

黒
川
隼
さ
ん
（
平
31
経
営
、

東
京
都
専
修
大
学
附
属
高
）

　
発
生
か
ら
30
年
と
な
る
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
つ
い

て
、
教
訓
や
再
発
防
止
に
つ

い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
遺
族

の
思
い
と
法
｜
30
年
の
経
過

と
教
訓
」（
法
学
部
法
社
会
学

ゼ
ミ
主
催
）
が
２
月
22
日
、

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
本
学
と
玉
川
大
学
の
学

生
に
よ
る
報
告
、
被
害
者
の

会
代
表
世
話
人
の
高
橋
シ
ズ

ヱ
さ
ん
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
江
川
紹
子
さ
ん
に
よ
る
講

話
な
ど
が
あ
り
、
今
後
の
社

会
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
意

見
を
交
わ
し
た
。

　
本
学
か
ら
は
飯
考
行
教
授

が
指
導
す
る
法
社
会
学
ゼ
ミ

で
学
ぶ
今
村
勝
也
さ
ん
（
法

３
）
が
報
告
。
当
時
生
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
大
学
生
の
視

点
か
ら
事
件
を
調
べ
、
被
害

者
支
援
制
度
な
ど
、
事
件
後

の
法
的
な
変
化
に
つ
い
て
述

べ
た
。

　
育
友
会（
溝
田
勝
彦
会
長
）

は
学
修
環
境
の
整
備
等
に
伴

う
学
生
支
援
と
し
て
専
修
大

学
に
寄
付
を
行
っ
た
。

　
２
月
26
日
、
神
田
キ
ャ
ン

パ
ス
で
贈
呈
式
が
あ
り
、
溝

田
会
長
が
佐
々
木
重
人
学
長

に
目
録
を
手
渡
し
た
。
寄
付

の
内
訳
は
、
学
生
へ

の
食
料
支
援
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
、
就
職
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
Ｓ
Ｐ

Ｉ
準
備
講
座
、
教
育

環
境
充
実
支
援
と
し

て
の
物
品
寄
贈
、
学

生
ス
ポ
ー
ツ
活
動
支

援
な
ど
合
計
１
５
３

０
万
円
。

紹
介
い
た
だ
く
ほ
か
、
20
種

類
以
上
の
ミ
ニ
講
座
も
実

施
。
１
年
次
生
か
ら
参
加
歓

迎
で
す
!! 

詳
細
は
、
就
職

支
援
シ
ス
テ
ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ

ｔ
」
ま
た
は
「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ

ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
の
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　〈
新
３
年
次
生
へ
〉
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
就
職
活
動

に
関
す
る
第
１
回
就
職
ガ
イ

ダ
ン
ス
を
３
月
28
日
（
金
）

に
実
施
し
ま
す
。
企
業
の
採

用
活
動
は
早
期
化
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
に
出
遅

れ
な
い
た
め
に
参
加
必
須
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
と
な
り
ま
す
。

詳
細
は
、
就
職
支
援
シ
ス
テ

ム
「
Ｓ-

ｎ
ｅ
ｔ
」
に
て
お

溝田会長（左）が佐々木学長に

目録を贈呈

学
生
支
援
の
寄
付

育
友
会

校
友
会
情
報

校
友
会
情
報

税
理
士
試
験
合
格

卒
業
生
へ
お
願
い

　
本
学
出
身
の
会
計
士
・
税

理
士
の
会
で
あ
る
専
修
大
学

会
計
人
会
（
榎
本
恵
一
会

長
）
で
は
、
２
０
２
４
年
度

税
理
士
試
験
に
合
格
し
た

（
一
部
科
目
合
格
も
含
む
）

卒
業
生
の
情
報
を
求
め
て
い

ま
す
。
合
格
者
の
方
は
校
友

会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

℡
03
・
３
２
６
５
・
７
５
７
９

E-mail

‥koyuka@acc.

senshu-u.ac.jp

紹  介

校
友
新
社
長

澁
谷
治
男
氏
（
昭
62
経
済
）

㈱
ル
ッ
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
代
表
取
締
役
社
長
に
３
月

28
日
付
で
就
任
。
本
社

東

京
都
。
グ
ル
ー
プ
会
社
の
経

営
管
理
等
。

知
ら
せ
し
ま
す
の
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

今
後
の
社
会
の
在
り
方
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
た

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
30
年
フ
ォ
ー
ラ
ム

学
生
視
点
で
報
告

溝
田
誠
吾
氏
（
み
ぞ
た
・
せ
い
ご
）

名
誉
教
授
・
元
経
営
学
部
教
授

　
３
月
９
日
、
81
歳
で
死
去
。
１

９
７
５
年
か
ら
２
０
１
４
年
ま
で

在
職
。
専
門
は
経
営
学
。

　
専
修
大
学
体
育
会
の
90
周
年
を

祝
う
記
念
式
典
・
祝
賀
会
が
３
月

15
日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
た
。

　
専
大
体
育
会
は
１
９
３
３
年
に

発
足
。
栄
光
の
歴
史
を
刻
み
、
直

近
で
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
初
の

大
学
日
本
一
に
輝
く
な
ど
、
歩
み

を
続
け
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

や
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
選
手
も

多
数
輩
出
し
、

大
学
ス
ポ
ー
ツ

界
を
リ
ー
ド
し

て
き
た
。

　
式
典
に
は
、

体
育
会
の
現
役

学
生
や
卒
業
生

ら
が
多
数
出
席

し
た
。
２
０
１

３
〜
22
年
度
に

体
育
会
の
発
展

に
功
績
が
あ
っ

た
指
導
者
に
感

謝
状
や
功
労
賞

が
贈
ら
れ
た
ほ

か
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
世
界
選
手

権
な
ど
の
国
際
大
会
で
活
躍
し
た

選
手
を
表
彰
し
た
。

　
祝
賀
会
に
は
、11
、13
年
の
ユ
ニ

バ
ー
シ
ア
ー
ド
冬
季
競
技
大
会
で

２
大
会
連
続
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得

し
た
清
水
亜
久
里
さ
ん
（
平
26
商

ス
キ
ー
部
）、
オ
リ
ン
ピ
ア
ン

の
土
屋
良
輔
さ
ん
（
平
29
経
営

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
部
）、
野
口

宜
裕
さ
ん
（
令
元
法

ラ
グ
ビ
ー

部
）
ら
各
世
代
を
彩
っ
た
卒
業
生

が
出
席
。
恩
師
ら
と
と
も
に
、
在

学
中
の
思
い
出
な
ど
を
語
っ
た
。

専
大
時
代
を
振
り
返
る
野
口
さ
ん

（
右
）と
村
田
亙
元
監
督（
平
２
文
）

賞状を受け取る清水さん（左）

多
く
の
学
生
や
卒
業
生
が
出
席

し
た
記
念
式
典

体
育
会

体
育
会
9090
周
年
周
年
盛
大
に
記
念
式
典

祝


